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   令令和和８８年年度度  全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査  解解説説資資料料ににつついいてて 

    目目的的   

本資料は、令和８年度全国学力・学習状況調査の実施後、各教育委員会や学校が速やかに
児童生徒の学力や学習の状況、課題等を把握するとともに、それらを踏まえて調査対象学年
及び他の学年の児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができる
ように作成したものです。 

    特特徴徴   

 

「教科に関する調査」の各問題について、学習指導の改善・充実を図るための情報を

盛り込んでいます。 

「教科に関する調査」の各問題について、出題の趣旨、学習指導要領における内容、解答
類型、正答や予想される解答の解説、学習指導の改善・充実を図るための情報等を記述して
います。 

 

全ての先生が、学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 

本調査は、小学校においては第５学年まで、中学校においては第２学年までに、十分に身
に付け、活用できるようにしておくべきと考えられる内容を出題していますので、調査の対
象学年だけではなく、全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすることが
できます。各問題の「学習指導要領における内容」には、該当する学年を示していますの
で、学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に活用できます。 

 

調査実施後、すぐに活用できるように作成しています。 

調査結果が出る前の段階から、調査問題を日々の学習指導の改善・充実を図る際に役立て
ることができるように作成しています。 

※調査結果を公表する際、調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析、学習指導の改善・

充実を図る際のポイント等を示した「報告書」を作成します。 

 

 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 

本調査では、児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるように、設定
する条件等に即して解答を分類、整理した「解答類型」を設けています。 
 「解答類型について」で、つまずきの分析ができるように解答類型の説明をしています。
正誤だけではなく、一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目して、学
習指導の改善・充実を図ることができます。 

 

関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 

関連する過去の調査の解説資料や報告書等の該当ページも記載しています。 
学習指導の改善・充実を図る際は、これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 
※過去の解説資料・報告書等は、国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることができます。 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

 

  本本資資料料のの活活用用にに当当たたっってて    

ⅠⅠ  調調査査問問題題作作成成にに当当たたっってて 

調査問題作成の基本理念、調査問題作成の枠組みについて解説しています。 

ⅡⅡ  調調査査問問題題一一覧覧表表 

問題の概要、出題の趣旨、関係する学習指導要領の内容、評価の観点、問題形式を一覧表

にまとめています。 
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ⅢⅢ  調調査査問問題題のの解解説説 

調査問題について、出題の趣旨、解説（学習指導要領における内容、解答類型）等を記述

しています。（問題によっては、記述のない項目もあります。） 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜解答類型＞  児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう

に、設定する条件等に即して解答を分類、整理したものです。解答例を
示すとともに、「解答類型について」の解説を加えていますので、児童
生徒一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した
学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 

 

＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
                      
＜類型番号＞ 類型１～38（最大） ･･･ 正答・予想される解答 

（複数の類型が正答となる問題もある） 

 類型 99 ･･･ 「上記以外の解答」 
（類型１～38までに含まれない解答） 

 類型０ ･･･ 「無解答」（解答の記入のないもの） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 児童生徒一人一人の解答状況を把握するために 

※図はイメージです。 

２．解説 

趣旨 
問題ごとの出題の意図、把握しよ 

 うとする力などを示しています。 

■学習指導要領における内容 
調査対象学年及び他の学年の児童 

生徒への学習指導の改善・充実を図 
る際に参考となるように、関係する 
学習指導要領における内容を示して 
います。 

■評価の観点 
問題に関係する評価の観点を示し 

ています。 

解答類型（下欄の＊を参照） 
 児童生徒一人一人の解答状況を把 
握することができるように、問題に 
おける解答類型を示しています。 

 

１．出題の趣旨 
 問題ごとに出題の意図、把握しよ
うとする力、場面設定、本問におけ
る学習活動のポイントなどについて
記述しています。 

 
 
調査問題を縮小して掲載しています。 
※著作権の都合により一部を省略しているものも 

あります。 
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ⅢⅢ  調調査査問問題題のの解解説説 

調査問題について、出題の趣旨、解説（学習指導要領における内容、解答類型）等を記述
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ⅣⅣ  解解答答用用紙紙（（  正正答答（（例例）））） 

調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 

ⅤⅤ  点点字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

点字問題の一部を、当該問題の解答類型及び作成に当たって配慮した点などとともに掲載
しています。 

ⅥⅥ  拡拡大大文文字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

拡大文字問題の一部を、当該問題の通常問題及び作成に当たって配慮した点などとともに
掲載しています。 

 

※本資料では、以下の資料については略称を用いています。 
資料 略称 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】解説資料」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査  報告書 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】報告書」 

 

 

 

※図はイメージです。 

３．出典等 

  著作物からの出題の場合に、出典 

及び著作権者等について示していま 

 す。また、問題作成に当たって参考 

 としたものについても示しています。  

 

  

 

■解答類型について 
予想される解答から、身に付いて 

いる力や考えられるつまずき等を記 
述しています。 
 

（参考） 

  過去の関連する問題、解説資料、 

報告書等を記載しています。 

※平成 24 年度から令和２年度の調査問題

は、学習指導要領（平成 20 年告示）の目

標及び内容に基づき作成されています。 
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Ⅰ 小学校国語科の調査問題作成に当たって

小学校国語科の調査問題作成に当たって

１ 調査問題作成の基本理念について

全国学力・学習状況調査（悉皆調査）は、地方自治体や学校に対して、学習指導要領の理念や

目標、内容等を具体的に示し、児童生徒の学習指導の改善や地方の教育施策の検証に資すること

を目的としている。

平成29年３月に公示された小学校学習指導要領（平成29年告示。以下「学習指導要領」という。）

は、教科等の目標や内容について、生きて働く「知識及び技能」、未知の状況にも対応できる

「思考力、判断力、表現力等」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性

等」という三つの柱に基づいて再整理されており、これらの資質・能力の三つの柱は相互に関係

し合いながら育成されるものという考え方に立っている。

こうした学習指導要領の考え方への各教育委員会や各学校の理解を促す観点も含め、全国的な

学力調査に関する専門家会議において、平成31年度以降の調査問題作成の考え方を取りまとめた。

この考え方に基づき、各設問の正答率や誤答の状況から課題の有無を把握し、学習指導の改善・

充実を図ることができるよう、問題作成に当たって、特に以下の事項に配意することとしている。

① 学習指導要領の理念、目標・内容等に基づくものとし、小学校の調査問題については小学

校第５学年までに、中学校の調査問題については中学校第２学年までに十分に身に付け、活

用できるようにしておくべきと考えられるものを、各領域等からバランスよく出題すること。

② 調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基盤的な事項を具体的に示すも

のであり、教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上等に役立てる

という視点から、学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を具体的に示すメッセー

ジとなる問題を出題すること。

③ 「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」は、相互に関連し合いながら育成され

るものという学習指導要領の趣旨を踏まえた指導方法の改善等に資するよう、知識と活用を

一体的に問うこと。なお、調査問題の構成（問題数、分野・領域、出題形式等）については、

教科の特性に応じて柔軟に設計するものとすること。

④ 児童生徒が全ての問題に十分に取り組むことができるよう、問題の分量が調査時間（解答

時間）に照らして適切なものとなるよう努めること。また、児童生徒の調査の負担に配慮す

ること。

⑤ 過去の調査で見られた課題を踏まえた問題も出題すること。

なお、本調査の調査問題は、国際的な学力調査の考え方や調査結果及び課題等も考慮した。

２ 調査問題作成の枠組み

（１）学習指導要領の内容と評価の観点について

学習指導要領に示されている以下の内容に基づいて、その全体を視野に入れながら、中心的に

取り上げるものを精選した。なお、小学校第５学年までの内容となるようにしている。

〔知識及び技能〕

⑴言葉の特徴や使い方に関する事項

⑵情報の扱い方に関する事項

⑶我が国の言語文化に関する事項

〔思考力、判断力、表現力等〕

Ａ話すこと・聞くこと

Ｂ書くこと

Ｃ読むこと

－5－



※ 「Ａ話すこと・聞くこと」については、児童が実際に話したり聞いたりするような調査を行うことが

難しいため、場面設定・状況設定などを工夫して、話す・聞く活動にできるだけ近づけた出題となる

ようにした。

また、評価の観点として、「知識・技能」、「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

（２）問題形式について

問題の形式は、選択式、短答式、記述式の３種類としている。記述式の問題では、複数の考

え方、答え方があるものなどについて出題している。

◆ 点字問題、拡大文字問題、ルビ振り問題の作成について

本調査では、視覚障害等のある児童生徒及び日本語指導が必要な児童生徒等に配慮した

調査問題（点字問題、拡大文字問題、ルビ振り問題）を作成している。

点字問題では、全体を点訳するとともに、点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮

し、図版等の情報の精査（グラフを表にしたり、記述による説明に替えたりするなど）を

行ったり、出題の趣旨を踏まえた上で、出題形式の変更や代替問題の作成を行ったりする

などの配慮を行っている。

拡大文字問題では、対象となる児童生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し、文字や

図版等を拡大するとともに、文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ、コントラスト、

レイアウト等を変更するなどの配慮を行っている。
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Ⅱ 調 査 問 題 一 覧 表
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(1) (2) (3) A B C
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こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

一
【構成メモ】の工夫として適切なものを選択
する

相手に伝わるように、理由や事例
などを挙げながら、話の中心が明
確になるよう話の構成を考えるこ
とができるかどうかをみる

3･4
イ

○ ○

二
(1)

【動画の一部】の工夫として適切なものを選
択する

資料を活用するなどして、自分の
考えが伝わるように表現を工夫す
ることができるかどうかをみる

5･6
ウ

○ ○

二
(2)

【動画の一部】の            　の部分の工夫と
して適切なものを選択する

資料を活用するなどして、自分の
考えが伝わるように表現を工夫す
ることができるかどうかをみる

5･6
ウ

○ ○

二
(3)

〈音声〉の下線部の工夫の効果として適切な
ものを選択する

比喩や反復などの表現の工夫に気
付くことができるかどうかをみる

5･6
ク

○ ○

一
花山さんの文章の工夫を説明したものとして
適切なものを選択する

筋道の通った文章となるように、
文章全体の構成や展開を考えるこ
とができるかどうかをみる

5･6
イ

○ ○

二
【花山さんの文章の一部】の下線部①に続く
文として適切なものを選択する

考えとそれを支える理由や事例な
ど情報と情報との関係について理
解することができるかどうかをみ
る

3･4
ア

○ ○

三
ア

【花山さんの文章の一部】の下線部アを、漢
字を使って書き直す（みじかい）

5･6
エ

○ ○

三
イ

【花山さんの文章の一部】の下線部イを、漢
字を使って書き直す（ふしぎ）

5･6
エ

○ ○

四
【花山さんの文章の続き】の空欄に入る内容
を、【集めた情報】から抜き出して考えが伝
わるように書く

引用して、自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫することが
できるかどうかをみる

5･6
エ

○ ○

一 【文章】の特徴として適切なものを選択する
話や文章の種類とその特徴につい
て理解することができるかどうか
をみる

5･6
カ

○ ○

二
傍線部①、②、③について【林さんのメモ】
にどのように整理したのかを説明したものと
して適切なものを選択する

情報と情報との関係付けの仕方、
図などによる語句と語句との関係
の表し方を理解し使うことができ
るかどうかをみる

5･6
イ

○ ○

三
(1)

【話し合いの様子の一部】の空欄に入る内容
として適切なものを選択する

目的に応じて、必要な情報を見付
けることができるかどうかをみる

5･6
ウ

○ ○

三
(2)

【文章】を読んで考えたことを、自分の経験
と結び付けてまとめて書く

文章を読んで理解したことに基づ
いて、自分の考えをまとめること
ができるかどうかをみる

5･6
オ

○ ○

3

短

答

式

1

2

学年別漢字配当表に示されている
漢字を文の中で正しく使うことが
できるかどうかをみる

調査問題一覧表【小学校国語】

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の内容 評価の観点 問題形式

記

述

式

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等
主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説

（出題の趣旨、解説、解答類型等）
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１．出題の趣旨 

筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えるとともに、引用して、

自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる。

自分の考えが伝わるように文章を書くためには、筋道の通った文章となるように文章全体の

構成や展開を考えるとともに、引用するなどして、書き表し方を工夫することが重要である。

文章全体の構成や展開を考える際には、伝えたいことを明確にした上で、首尾一貫した展開と

なるよう、つながりや配列を意識して文章全体の筋道を整えるなど、論の進め方に注意すること

が大切である。また、引用して書き表す際には、引用する目的を明確にした上で、本や文章など

から必要な語句や文を正確に抜き出して書くとともに、引用した部分と自分の考えとの関係を

明確にすることが大切である。 

本問では、夏を快適に過ごすための工夫について調べて考えたことを書き、友達と報告し

合う場面を設定した。花山さんは、普段の生活の中で疑問に思ったことを基に、「暑い夏を快適

に過ごすための衣服のくふう」について調べ、文章の組み立てを考えたり、資料の一部を引用

したりしながら文章を書いている。ここでは、読み手が書き手の思考をたどりながら読み進め

られるように文章の展開を工夫することが求められる。また、本や文章などから必要な語句や

文を抜き出して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することが求められる。さらに、

考えとそれを支える理由や事例など情報と情報との関係について理解することや、読み手の

読みやすさや意味の通りやすさを考えて漢字を正しく書くことも求められる。 

本問の設問構成等については、□本問の設問構成と学習活動のポイントに示す。 

なお、過去の調査結果で見られた課題と関連する設問は、以下のとおりである。 

○　設問二は、令和５年度【小学校】国語１一（正答率64.8％）において、「原因と結果など

情報と情報との関係について理解すること」に課題が見られたことを踏まえて出題した。 
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□本問の設問構成と学習活動のポイント

本問では、「夏を快適に過ごすための工夫について報告する文章を書く」という言語活動の

中で、４つの設問を設定し、それぞれの学習場面で求められる指導事項が定着しているかどうか

 をみている。

　特に、設問四の学習場面では、本や文章などから必要な語句や文を抜き出して書くことが

 大切である。また、引用した部分と自分の考えとの関係を明確にして書くことも大切である。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕　思考力、判断力、表現力等　B　書くこと

ア 事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えたことや伝えたいことを書く活動。

－23－

考えとそれを支える
理由や事例など
情報と情報との関係
について理解する。

夏を快適に過ごすための工夫について報告する文章を書く

ポポイインントト①①

引用する目的を明確にして、原文に正確に引用する
ことが大切である。本問では、「すずしく過ごせる衣服
の色は何色か」について考えたことを書くために、
必要な本の題名と本文の一部の内容を選び、抜き
出して書こうとしている。

ポポイインントト②②

引用した部分と自分の考えとの関係を明確にして
書くことが大切である。本問では、引用した部分と、
涼しく過ごせる衣服の色について考えたこととを区別
して書こうとしている。その際、引用した部分はかぎ
（「 」）でくくることが必要である。

筋道の通った文章と
なるように、文章全体の
構成や展開を考える。

＜設問一＞

学年別漢字配当表に
示されている漢字を
文の中で正しく使う。

引用して、自分の考えが
伝わるように書き表し方
を工夫する。

＜設問二＞ ＜設問三＞ ＜設問四＞ ポポイインントト①① ポポイインントト②②

本や文章などから
必要な語句や文を抜き出して書く

引用した部分と自分の考えとの
関係を明確にして書く

５・６年 B イ 構成の検討 3・4年 知・技⑵ ア 情報と情報との関係 ５・６年 知・技⑴ エ 漢字 ５・６年 B エ 考えの形成、記述



２．解説 

 

 設問一  

趣旨   

筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えることができるかどうか

をみる。

■学習指導要領における内容  
  〔第５学年及び第６学年〕　思考力、判断力、表現力等　B　書くこと 

イ　筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。 

 

■評価の観点 

 　思考・判断・表現

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

２ 一 １ 　１　と解答しているもの　

  ２ 　２　と解答しているもの

 ３ 　３　と解答しているもの ◎

 ４ 　４　と解答しているもの

 99 　上記以外の解答　                                        

０ 　無解答　

 

■解答類型について 

○　筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えるためには、それぞれの

段落の内容としてどのようなことを書けばよいのかを考え、読み手が理解しやすいように

書き方を工夫することが重要である。花山さんは、読み手も一緒に考えて読むことができる

文章にするために、「疑問と解決」のつながりや配列を意識して文章全体の筋道を整えようと

している。ここでは、花山さんが、疑問と調べて分かったこと、次の疑問を繰り返して書いて

 いると捉えることが求められる。

 

○　【解答類型１】は、花山さんが、調査の目的や手順、調査結果を順序立てて書いていると

捉えており、疑問と調べて分かったこと、次の疑問を繰り返して書いていると捉えることが

できていないと考えられる。 

 

○　【解答類型２】は、花山さんが、結論を最初に述べ、それを支える事例を複数取り上げて

書いていると捉えており、疑問と調べて分かったこと、次の疑問を繰り返して書いていると

捉えることができていないと考えられる。 

 

○  【解答類型３】は、花山さんが、疑問と調べて分かったこと、次の疑問を繰り返して書いて

いると捉えることができていると考えられる。 
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○  【解答類型４】は、花山さんが、複数の事例の長所と短所を比べて書いていると捉えて

おり、疑問と調べて分かったこと、次の疑問を繰り返して書いていると捉えることができて

 いないと考えられる。

 

（参考） 

　○関連する問題   
 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

 
R３３一

丸山さんの【文章の下書き】の構成に
64.9％ pp.30-40 pp.42-53

ついての説明として適切なものを選択する

 

 

 設問二  

趣旨 

考えとそれを支える理由や事例など情報と情報との関係について理解することができる

かどうかをみる。

■学習指導要領における内容          

〔第３学年及び第４学年〕　知識及び技能　 

       ⑵　情報の扱い方に関する事項

ア　考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など情報と情報との関係について理解

 すること。

 

■評価の観点 

 知識・技能

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

２ 二 １ 　１　と解答しているもの　 ◎

  ２ 　２　と解答しているもの

 ３ 　３　と解答しているもの

 ４ 　４　と解答しているもの

 99 　上記以外の解答　                                        

０ 　無解答　

 

■解答類型について 

　○　考えとそれを支える理由や事例など情報と情報との関係について理解するためには、考えが

どのような理由や事例によって支えられているのかを吟味することが重要である。花山さん

は、【花山さんの文章の一部】の 　　　 部①で述べた「くふう」を具体的に説明したいと

考え、その事例となる文を書き加えようとしている。ここでは、花山さんが事例として書き

加える文は、「例えば、長そでのシャツをはおるなどのくふうが考えられる。」が適切である

と捉えることが求められる。 

 

　○　【解答類型１】は、花山さんが書き加えた文が、「例えば、長そでのシャツをはおるなどの

くふうが考えられる。」であると捉えることができていると考えられる。 
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○ 【解答類型２】は、花山さんが書き加えた文が、「例えば、そでのないシャツを着るなどの

くふうが考えられる。」であると捉えており、「例えば、長そでのシャツをはおるなどの

くふうが考えられる。」であると捉えることができていないと考えられる。

○ 【解答類型３】は、花山さんが書き加えた文が、「例えば、えり元を開けて着るなどの

くふうが考えられる。」であると捉えており、「例えば、長そでのシャツをはおるなどの

くふうが考えられる。」であると捉えることができていないと考えられる。

○ 【解答類型４】は、花山さんが書き加えた文が、「例えば、日かげを選んで歩くなどの

くふうが考えられる。」であると捉えており、「例えば、長そでのシャツをはおるなどの

くふうが考えられる。」であると捉えることができていないと考えられる。

（参考） 

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

米作りのときに記録していた【カード②】

R５１一 と【カード③】の下線部の関係として 64.8％ pp.10-20 pp.19-35
適切なものを選択する
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 設問三  

趣旨  

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容 　 

〔第５学年及び第６学年〕　知識及び技能　 

       ⑴　言葉の特徴や使い方に関する事項

エ　第５学年及び第６学年の各学年においては、学年別漢字配当表の当該学年までに配当

されている漢字を読むこと。また、当該学年の前の学年までに配当されている漢字を

書き、文や文章の中で使うとともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書き、文や

 文章の中で使うこと。

 

■評価の観点 

 知識・技能

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

２ 三 １ 　「短（い）」と解答しているもの　 ◎

 ア 99 　上記以外の解答　                                        

 ０ 　無解答　

 三 １ 　「不思議」と解答しているもの　 ◎

イ ２ 　「不」、「思」と解答しているが、「議」と解答していないもの

 ３ 　「不」、「議」と解答しているが、「思」と解答していないもの

 ４ 　「思」、「議」と解答しているが、「不」と解答していないもの

 ５ 　「不」と解答しているが、「思」、「議」と解答していないもの

 ６ 　「思」と解答しているが、「不」、「議」と解答していないもの

 ７ 　「議」と解答しているが、「不」、「思」と解答していないもの

 99 　上記以外の解答　                                        

０ 　無解答　

 

■解答類型について 

ア　【解答類型１】は、「みじか（い）」を文の中で正しく書くことができている。 

 

イ　【解答類型１】は、「ふしぎ」を文の中で正しく書くことができている。 

 

　【解答類型２～７】は、「ふしぎ」の一部の漢字を正しく書くことはできているが、全ての

漢字を正しく書くことができていない。 
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 設問四  

趣旨 

引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容          

〔第５学年及び第６学年〕　思考力、判断力、表現力等　Ｂ　書くこと 

エ　引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方

 を工夫すること。

 

■評価の観点 

 　思考・判断・表現

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型 正答
 

２ 四 （正答の条件）  

  次の条件を満たして解答している。  

  ①　【集めた情報】の中から、以下のことを抜き出して書いている。  

  ａ　本の題名  

  ｂ　本文の一部の内容  

  ②　抜き出した部分をかぎ（「　　」）でくくっている。  

  ③　涼しく過ごせる衣服の色について考えたことを書いている。  

  ④　140字以内で書いている。  

  （正答例）  

  ・　「生活と太陽」という本には、「白は熱や光を反しゃする色のため、熱くなり  

  にくい。一方、黒は熱や光をきゅうしゅうし、熱くなりやすい。」と書かれている。  

  特に強い日差しが照りつけるえん天下では、黒い服より白い服を着る方が、  

  すずしく過ごすことができそうだ。（123字）  

  ・　青は青でも、うすい青を選んで着るとよさそうだ。なぜなら、「夏のくらし方」  

  には、「白やうすい青はさわやかに見え、すずしく感じます。さらに、着ている  

  人だけでなく、周りの人にもすずしさを感じさせます。」と書かれているからで  

  ある。（111字）  

  ・　「夏のくらし方」という本には、「白やうすい青はさわやかに見え、すずしく  

  感じます。」と書かれている。さらに、「生活と太陽」という本には、「白は熱や  

  光を反しゃする色のため、熱くなりにくい。」と書かれている。これらのことから、  

  白を選ぶと、着ている人も周りの人もすずしく過ごせそうだ。（138字）

  １ 条件①a、bの両方、②、③、④を満たしているもの ◎

  ２ 条件①a、bの両方、③、④を満たしているが、条件②は満たしていないもの 〇

  ３ 条件①a、bの両方、②、③は満たしているが、条件④は満たしていないもの

  ４ 条件①a、bの両方、②は満たしているが、条件③は満たしていないもの 

  ＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。

  ５ 条件①a、②、③は満たしているが、条件①bは満たしていないもの 

＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。
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６ 条件①b、②、③は満たしているが、条件①aは満たしていないもの 

＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。

７ 条件③は満たしているが、条件①a、b、②は満たしていないもの 

＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答

０ 無解答　

 

■解答類型について 

　○　引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫するためには、引用する目的を

明確にすることが重要である。その上で、原文に正確に引用することや、引用した部分と

自分の考えとの関係などを明確にし、区別して書くことが大切である。花山さんは、涼しく

過ごせる衣服の色の工夫について考えたことを、本や文章から引用しながら書いている。

ここでは、涼しく過ごせる衣服の色について考えたことを書くために、【集めた情報】の

中から、本の題名と本文の一部の内容を選んで、抜き出して書くことが求められる。その

際に、抜き出した部分はかぎ（「　　」）でくくり、自分の考えと区別して140字以内で書く

ことが求められる。 

 

　○　【解答類型１】は、【集めた情報】の中から、本の題名と本文の一部の内容を選んで、抜き

出して書き、抜き出した部分をかぎ（「　　」）でくくっている。また、涼しく過ごせる

衣服の色について考えたことを140字以内で書いている。 

 

　○　【解答類型２】は、【集めた情報】の中から、本の題名と本文の一部の内容を選んで、

抜き出して書き、涼しく過ごせる衣服の色について考えたことを140字以内で書いている。

しかし、抜き出した部分をかぎ（「　　」）でくくっていない。具体的な例としては、以下の

ようなものが考えられる。 

 

  (例） 

 ・　生活と太陽という本には、白は熱や光を反しゃする色のため、熱くなりにくい

ことや、黒は熱や光をきゅうしゅうし、熱くなりやすいことが書かれている。特に

強い日差しが照りつけるえん天下では、黒い服より白い服を着る方が、すずしく

過ごすことができそうだ。（120字）

 

　○　【解答類型３】は、【集めた情報】の中から、本の題名と本文の一部の内容を選んで、

抜き出して書き、抜き出した部分をかぎ（「　　」）でくくっている。また、涼しく過ごせる

衣服の色について考えたことを書いている。しかし、140字以内で書いていない。 

 

　○　【解答類型４】は、【集めた情報】の中から、本の題名と本文の一部の内容を選んで、

抜き出して書き、抜き出した部分をかぎ（「　　」）でくくっている。しかし、涼しく過ごせる

衣服の色について考えたことを書いていない。具体的な例としては、以下のようなものが

考えられる。 

 

  (例） 

 ・　「夏のくらし方」には、「白やうすい青はさわやかに見え、すずしく感じます。

さらに、着ている人だけでなく、周りの人にもすずしさを感じさせます。」と書か

れている。（78字）
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　○　【解答類型５】は、【集めた情報】の中から、本の題名を選んで、抜き出して書き、抜き

出した部分をかぎ（「　　」）でくくっている。また、涼しく過ごせる衣服の色について

考えたことを書いている。しかし、本文の一部の内容を選んで、抜き出して書いていない。

具体的な例としては、以下のようなものが考えられる。 

 

  (例） 

 ・　「夏のくらし方」から、白い色やうすい青色の服を選ぶとよいと考えた。そう

すると、長そでの服でも、すずしく着ることができそうだ。（62字）

 

　○　【解答類型６】は、【集めた情報】の中から、本文の一部の内容を選んで、抜き出して

書き、抜き出した部分をかぎ（「　　」）でくくっている。また、涼しく過ごせる衣服の色

について考えたことを書いている。しかし、本の題名を選んで、抜き出して書いていない。

具体的な例としては、以下のようなものが考えられる。 

 

  (例） 

 ・　「白やうすい青はさわやかに見え、すずしく感じます。さらに、着ている人

だけでなく、周りの人にもすずしさを感じさせます。」と書かれている本があった。

白い色やうすい青色などの色を選ぶなどのくふうができそうだ。（101字）

 

　○　【解答類型７】は、涼しく過ごせる衣服の色について考えたことを書いている。しかし、

【集めた情報】の中から、本の題名と本文の一部の内容を選んで、抜き出して書いていない。

具体的な例としては、以下のようなものが考えられる。 

 

  (例） 

 ・　すずしく過ごすために、白い色やうすい青色などの色を選ぶなどのくふうが

できそうだ。黒い色は、熱くなりやすい色なので、暑い夏に外で過ごすときには、

さけた方がよい。（79字）

 

 

３．出典等      
熱中症環境保健マニュアル編集委員『熱中症環境保健マニュアル2022』（2022年３月　環境省

環境保健部環境安全課）、宿谷昌則 監修　鈴木信恵 著　鈴木信恵・安田ねむ イラスト『図解

こどもエコライフ　暑さとくらし』（2012年２月　ほるぷ出版）、高橋徳江・稲次潤子・田村

照子・中山繁信・省エネルギーセンター 監修『夏を涼しく暮らす188のルール』（2011年６月

エクスナレッジ）、アスペクト編集部 編『涼しい暮らしのアイディア帖』（2011年７月　アスペクト）、

稲葉裕 監修『熱中症対策マニュアル』（2011年６月　エクスナレッジ）、財団法人日本色彩

研究所 監修　高岡昌江 構成・文『「色」の大研究②　色のはたらき』（2007年３月　岩崎書店）、

色のはなし編集委員会 編・著『色のはなし　Ⅱ』（1996年４月　技報堂出版）、武川カオリ『色彩

ルールブック』（2016年７月　パイ　インターナショナル）、暮らしの図鑑編集部 編『暮らしの

図鑑　色の楽しみ』（2020年11月　翔泳社）などを参考にした。 
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国語３ 文章を読み、考えたことをまとめる
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１．出題の趣旨

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができるかどうかをみる。

文章を読んで自分の考えをまとめるためには、文章の内容や構造を捉え、精査・解釈しながら

考えたり理解したりしたことに基づき、既有の知識などと結び付けて自分の考えを形成すること

が重要である。

本問では、自分の心に残った文章について、考えたことをまとめる場面を設定した。林さん

は、筆者の思いや考えが直接的に描かれている文章を選び、心に残ったことを明確にしながら

読んでいる。筆者の考えを理解するためにメモに整理したり、同じ文章を読んだ友達と話し

合ったりしながら、文章を読んで考えたことを自分の経験と結び付けてまとめている。ここでは、

目的に応じて、必要な情報を見付けることが求められる。その上で、文章を読んで理解したこと

に基づいて、自分の考えをまとめることが求められる。また、文章の種類とその特徴について

理解することや、情報と情報との関係付けの仕方を理解し使うことも求められる。

本問の設問構成等については、□本問の設問構成と学習活動のポイントに示す。

なお、過去の調査結果で見られた課題と関連する設問は、以下のとおりである。

○ 設問二は、令和７年度【小学校】国語１二（正答率63.2％）において、「情報と情報との

関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと」に課題が

見られたことを踏まえて出題した。

○ 設問三(1)は、令和７年度【小学校】国語３三(1)（正答率41.0％）及び設問三(2)（正答率

56.5％）において、「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を

見付けること」に課題が見られたことを踏まえて出題した。

○ 設問三(2)は、令和５年度【小学校】国語２四（正答率56.4％）において、「文章を読んで

理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること」に課題が見られたことを踏まえて

出題した。
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□本問の設問構成と学習活動のポイント

本問では、「文章を読み、考えたことをまとめる」という言語活動の中で、４つの設問を

設定し、それぞれの学習場面で求められる指導事項が定着しているかどうかをみている。

特に、設問三(1)の学習場面では、自分の考えをまとめるために、必要な情報を見付ける

ことが大切である。また、設問三(2)の学習場面では、文章を読んで考えたことを、自分の

経験と結び付けてまとめることが大切である。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

ア 説明や解説などの文章を比較するなどして読み、分かったことや考えたことを、話し

合ったり文章にまとめたりする活動。
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文章を読み、考えたことをまとめる

ポポイインントト①① 自分の考えをまとめるために、
必要な情報を見付ける

必要な情報を見付けるためには、目的に応じて情報
を取捨選択したり、整理したり、再構成したりする必要
がある。本問では、筆者の考えを理解するためにメモ
に整理したり、同じ文章を読んだ友達と話し合ったり
しながら、必要な情報を見付けている。

ポポイインントト②② 文章を読んで考えたことを、
自分の経験と結び付けてまとめる

自分の考えをまとめるためには、文章を読んで理解
したことについて、既有の知識や理解した内容と結び
付ける必要がある。本問では、文章を繰り返し読んだり、
友達と話し合ったりしながら、文章を読んで理解した
ことを、自分の経験と結び付けて、自分の考えをまとめ
ようとしている。

話や文章の種類と
その特徴について
理解する。

＜設問一＞

情報と情報との関係
付けの仕方、図など
による語句と語句と
の関係の表し方を
理解し使う。

目的に応じて、必要
な情報を見付ける。

文章を読んで理解
したことに基づいて、
自分の考えをまとめる。

＜設問二＞ ＜設問三⑴＞ ＜設問三⑵＞ポポイインントト①① ポポイインントト②②

５・６年 知・技⑴ カ 文や文章 ５・６年 知・技⑵イ 情報の整理 ５・６年 C ウ 精査・解釈 ５・６年 C オ 考えの形成



２．解説

設問一

趣旨

話や文章の種類とその特徴について理解することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

カ 文の中での語句の係り方や語順、文と文との接続の関係、話や文章の構成や展開、

話や文章の種類とその特徴について理解すること。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 一 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの ◎

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 話や文章の種類とその特徴について理解するためには、日常生活で児童が触れることの

多い話や文章について、目的や内容、表し方などに着目しながら、理解できるようにすること

が重要である。林さんは、【文章】を読み、文章の書き方に特徴があることに気付いている。

ここでは、【文章】が、筆者の経験や心の動きについて、筆者なりのものの見方や感じ方で

書かれていると捉えることが求められる。

○ 【解答類型１】は、【文章】が、疑問や調べたことについて、問いと答えの段落に分けて

書かれていると捉えており、筆者の経験や心の動きを、筆者なりのものの見方や感じ方で

書かれていると捉えることができていないと考えられる。

○ 【解答類型２】は、【文章】が、筆者の生涯について、生まれたときから時間的な順序で

書かれていると捉えており、筆者の経験や心の動きを、筆者なりのものの見方や感じ方で

書かれていると捉えることができていないと考えられる。

○ 【解答類型３】は、【文章】が、登場人物同士の関係について、場面の移り変わりと結び

付けて書かれていると捉えており、筆者の経験や心の動きを、筆者なりのものの見方や

感じ方で書かれていると捉えることができていないと考えられる。
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○ 【解答類型４】は、【文章】が、筆者の経験や心の動きについて、筆者なりのものの見方や

感じ方で書かれていると捉えることができていると考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

R５１四
【川村さんの文章】の特徴の説明として

79.9％ pp.10-20 pp.19-35
適切なものを選択する

設問二

趣旨

情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使う

ことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

⑵ 情報の扱い方に関する事項

イ 情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し

使うこと。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 二 １ １ と解答しているもの ◎

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使う

ためには、図示などにより語句と語句との関係を表すことを通して、考えをより明確なもの

にしたり、思考をまとめたりすることができることを理解することが重要である。林さんは、

筆者の考えを理解するために、 部①、②、③について【林さんのメモ】に整理して

いる。ここでは、林さんが、「苦手」を「好き」と「きらい」の場合に矢印で分けて、筆者

の経験したことと結び付けて整理していると捉えることが求められる。

○ 【解答類型１】は、林さんが、「苦手」を「好き」と「きらい」の場合に矢印で分けて、

筆者の経験したことと結び付けて整理していると捉えることができていると考えられる。
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○ 【解答類型２】は、林さんが、「苦手」を「好き」と「きらい」の場合に矢印で分けて

いると捉えることはできているが、筆者の経験したことと結び付けて整理していると捉える

ことができていないと考えられる。

○ 【解答類型３】は、林さんが、筆者の経験したことと結び付けて整理していると捉える

ことはできているが、「苦手」を「好き」と「きらい」の場合に矢印で分けていると捉える

ことができていないと考えられる。

○ 【解答類型４】は、林さんが、「苦手」を「好き」と「きらい」の場合に矢印で分けて、

筆者の経験したことと結び付けて整理していると捉えることができていないと考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

相田さんが【資料３】の情報をどのよう

R５２三 に整理しているかについて説明したもの 62.2％ pp.21-30 pp.36-53

として適切なものを選択する

R６２一 【高山さんのメモ】の書き表し方を説明
87.0％ pp.17-24 pp.34-49

(2) したものとして、適切なものを選択する

R７１二
【話し合いの記録】の書き表し方を説明

63.2％ pp.10-17 pp.23-39
したものとして適切なものを選択する

設問三(1)

趣旨

目的に応じて、必要な情報を見付けることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 C 読むこと

ウ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の

進め方について考えたりすること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 三 １ １ と解答しているもの

(1) ２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの ◎

４ ４ と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について

○ 目的に応じて、必要な情報を見付けるためには、文章の中から必要な情報を取捨選択

したり、整理したり、再構成したりすることが重要である。林さんは、 部アの「苦手

でも好きなこと」について、その後に述べられている事例や林さん自身の経験と結び付けて

自分の考えを形成している。ここでは、 部アと結び付く情報を取捨選択したり、

整理したり、再構成したりしながら、林さんが、【文章】の事例と「上手ではないけれど、

絵をかくのは楽しい」という経験を結び付けていると考えることが求められる。

○ 【解答類型１】は、林さんが、【文章】の事例と「持久走のタイムは速いけれど、苦しい

のは嫌い」という経験を結び付けていると考えており、【文章】の事例と「上手ではない

けれど、絵をかくのは楽しい」という経験を結び付けていると考えることができていないと

考えられる。

○ 【解答類型２】は、林さんが、【文章】の事例と「スピーチが苦手だし、好きになれそう

にもない」という経験を結び付けていると考えており、【文章】の事例と「上手ではない

けれど、絵をかくのは楽しい」という経験を結び付けていると考えることができていないと

考えられる。

○ 【解答類型３】は、林さんが、【文章】の事例と「上手ではないけれど、絵をかくのは

楽しい」という経験を結び付けていると考えることができていると考えられる。

○ 【解答類型４】は、林さんが、【文章】の事例と「歌うことが大好きで、人前で歌うのも

気持ちがいい」という経験を結び付けていると考えており、【文章】の事例と「上手ではない

けれど、絵をかくのは楽しい」という経験を結び付けていると考えることができていないと

考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

面ファスナーに関する【資料】を読み、

R３２三
メストラルは、何をヒントに、どのよう

34.6％ pp.18-28 pp.30-40
な仕組みの面ファスナーを作り出したの

かをまとめて書く

R５２二
【相田さんのメモ】の空欄に当てはまる

67.6％ pp.21-30 pp.36-53
内容として適切なものを選択する

R７３三
【話し合いの様子】の田中さんの発言の

(1)
空欄Ａに当てはまる内容として適切なも 41.0％ pp.28-38 pp.59-77

のを選択する

【資料１】を読み返して言葉の変化に

R７３三 ついて自分が納得したことを、【資料２】、
56.5％ pp.28-38 pp.59-77

(2) 【資料３】、【資料４】に書かれていること

を理由にしてまとめて書く
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設問三(2)

趣旨

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 C 読むこと

オ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 三 （正答の条件）

(2) 次の条件を満たして解答している。

① 【文章】を読んで考えたことを書いている。

② 【文章】から言葉や文を取り上げて書いている。

③ 自分の経験を書いている。

（正答例）

・ わたしは「『苦手でも好きなこと』がある」という筆者の言葉に共感しました。

わたしも走ることが苦手で運動会がいやだなと思っていたけれど、休み時間に

おにごっこをするのは大好きです。これからは何でもきらいだと思わずに、

どうすれば好きになれるかを考えたいです。

・ 筆者は苦手でも好きなことがあると述べていましたが、わたしは苦手だしきらい

なこともあると思いました。ダンスみたいに音楽に合わせておどることは苦手

でどうしても好きになれないからです。

・ わたしにとって「苦手」はさけた方がよいものだったけれど、すべてを苦手で

きらいと思ってしまう前に立ち止まって考えるのは大事だなと感じました。

みんなの前で歌うのは苦手だけれど、音楽をきくのは大好きだと気づきました。

これからは、何事も一度立ち止まって考えてみることを大切にしたいです。

・ ぼくは、絶対に自分の特ちょうがあるはずという筆者の考えになっとくしま

した。算数は苦手だけれど、よく考えたらパズルを解くのは得意です。自分に

ついてきちんと考え、知ることは大切だと思いました。

１ 条件①、②、③を満たしているもの ◎

２ 条件①、②は満たしているが、条件③は満たしていないもの

３ 条件②、③は満たしているが、条件①は満たしていないもの

４ 条件②は満たしているが、条件①、③は満たしていないもの

99 上記以外の解答

0 無解答
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■解答類型について

○ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめるためには、既有の知識や

理解した内容と結び付けて自分の考えを形成することが重要である。林さんは、小川さんと

話し合ったことを基に、改めて【文章】を読んで考えたことを、自分の経験と結び付けて

まとめようとしている。ここでは、【話し合いの様子の一部】を受けて、【文章】を読んで

考えたことを、【文章】から言葉や文を取り上げ、自分の経験と結び付けてまとめることが

求められる。

○ 【解答類型１】は、【文章】を読んで考えたことを、【文章】から言葉や文を取り上げ、

自分の経験と結び付けて書いている。

○ 【解答類型２】は、【文章】を読んで考えたことを、【文章】から言葉や文を取り上げて

書いている。しかし、自分の経験と結び付けて書いていない。具体的な例としては、以下

のようなものが考えられる。

（例）

・ わたしは、この文章を読んで「苦手でも好きなこと」があるという筆者の考え

になるほどと思いました。

○ 【解答類型３】は、【文章】から言葉や文を取り上げ、自分の経験と結び付けて書いている。

しかし、【文章】を読んで考えたことを書いていない。具体的な例としては、以下のような

ものが考えられる。

（例）

・ ぼくは、シュート練習をたくさんしたことがあります。

○ 【解答類型４】は、【文章】から言葉や文を取り上げて書いている。しかし、【文章】を

読んで考えたことを書いておらず、自分の経験と結び付けて書いていない。具体的な例と

しては、以下のようなものが考えられる。

（例）

・ 筆者は昔からスポーツ全ぱんが苦手だと書いている。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

資料を読み、運動と食事の両方について

R５２四 分かったことをもとに、自分ができそう 56.4％ pp.21-30 pp.36-53

なことをまとめて書く
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３．出典等
【文章】は、辻村深月『あなたの言葉を』（2024年４月 毎日新聞出版）収録『「苦手」と

「嫌い」』による。問題作成の都合上、一部表記を改めたところがある。
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Ⅳ 解 答 用 紙（ 正 答 ( 例 ) )

３ の 解 答 ら ん は 、 裏 面 に あ り ま す 。

一 二 （
1
）

（
2
）

（
3
）１

め んう ら

※
解

答
は

、
わ

く
か

ら
は

み
出

さ
な

い
よ

う
に

書
い

て
く

だ
さ

い
。

※「
組

」、
「

出
席

番
号

」
は

、
下

の
例

の
よ

う
に

  
 記

入
し

、
マ

ー
ク

ら
ん

を
ぬ

り
つ

ぶ
し

て

  
 く

だ
さ

い
。

例
：
１
組
の
場
合 1

答
案

番
号

１ ２

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４ ５

組
出

 席
 番

 号

児
童
記
入
ら
ん

オ モ テ■ 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 小 学 校 第 ６ 学 年 解 答 用 紙 ③ 国 語

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

３ ５ ４

３
１

短短
不不
　　
思思
  
議議

一 四

※
◆

の
印

か
ら

横
書

き
で

書
き

ま
し

ょ
う
。

と
ち

ゅ
う
で

行
を

変
え

な
い

で
、

続
け

て
書

き
ま

し
ょ
う
。

（
 い

 ）

◆

二

ア
イ

三

14
0字

２

「
生

太
と

活
陽

い
と

」
う

に
本

は

「
白

熱
は

光
し

反
を

ゃ

、

る
す

色
や

の

た
め

熱
、

な
く

に
り

い
一

。
方

く
、

黒
は

や
熱

を
う

ゅ
き

し
う

ゅ
し

光
、

熱
く

り
な

す
」

。
い

と
か

書
れ

や
て

い

る
特

。
強

差
日

い
し

照
が

り
に

つ
け

る
ん

え
下

、
は

で
黒

服
い

よ
天

り
白

い
を

服
る

、
が

方
す

し
ず

く
着

過
ご

す
と

こ
で

う
そ

き
だ

。
が

※ 解 答 の 順 序 は 問 わ な い 。
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３ の 解 答 ら ん は 、 裏 面 に あ り ま す 。

一 二 （
1
）

（
2
）

（
3
）１

め んう ら

※
解

答
は

、
わ

く
か

ら
は

み
出

さ
な

い
よ

う
に

書
い

て
く

だ
さ

い
。

※「
組

」、
「

出
席

番
号

」
は

、
下

の
例

の
よ

う
に

  
 記

入
し

、
マ

ー
ク

ら
ん

を
ぬ

り
つ

ぶ
し

て

  
 く

だ
さ

い
。

例
：
１
組
の
場
合 1

答
案

番
号

１ ２

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４ ５

組
出

 席
 番

 号

児
童
記
入
ら
ん

オ モ テ■ 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 小 学 校 第 ６ 学 年 解 答 用 紙 ③ 国 語

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

３ ５ ４

３
１

短短
不不
　　
思思
  
議議

一 四

※
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書
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ま
し

ょ
う
。

と
ち

ゅ
う
で

行
を

変
え

な
い

で
、

続
け
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書
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ま

し
ょ
う
。

（
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三
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「
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陽

い
と

」
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に
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は

「
白

熱
は

光
し

反
を

ゃ

、

る
す

色
や

の

た
め

熱
、

な
く

に
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。
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、
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や
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を
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ゅ
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熱
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す
」

。
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と
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書
れ

や
て

い

る
特

。
強

差
日

い
し

照
が

り
に

つ
け

る
ん

え
下

、
は

で
黒

服
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よ
天

り
白

い
を

服
る

、
が

方
す

し
ず

く
着

過
ご

す
と

こ
で

う
そ

き
だ

。
が

※ 解 答 の 順 序 は 問 わ な い 。
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（1
）

（2
）

【 質 問 】 ※ 解 答 時 間 終 り ょ う 後 に 回 答 し て く だ さ い 。

１ ２ ３ １ ２ ３ ４

三
３

一 二 三

（
2
）

（1
）

※
解
答
は
わ
く
か
ら
は
み
出
し
て
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ウ ラ■ 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 小 学 校 第 ６ 学 年 解 答 用 紙 ③ 国 語

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

４ ３

わ た し は 　 苦 手 で も 好 き な こ と  
 
が あ る と い う 筆 者

』 『 「

の 言 葉 に 共 感 し ま し た わ た し も 走 る こ と が 苦 手 で 運

会 が い や だ な と 思 て い た け れ 休 み 時 間 に お に ご

こ を す る の は 大 好 き で す こ れ か ら は 何 で も き ら い だ と

思 わ ず に ど う す れ ば 好 き に な れ る か を 考 え た い で す
動

ど
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（1
）

（2
）

【 質 問 】 ※ 解 答 時 間 終 り ょ う 後 に 回 答 し て く だ さ い 。

１ ２ ３ １ ２ ３ ４

三
３

一 二 三

（
2
）

（1
）

※
解
答
は
わ
く
か
ら
は
み
出
し
て
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ウ ラ■ 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 小 学 校 第 ６ 学 年 解 答 用 紙 ③ 国 語

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

４ ３

わ た し は 　 苦 手 で も 好 き な こ と  
 
が あ る と い う 筆 者

』 『 「

の 言 葉 に 共 感 し ま し た わ た し も 走 る こ と が 苦 手 で 運

会 が い や だ な と 思 て い た け れ 休 み 時 間 に お に ご

こ を す る の は 大 好 き で す こ れ か ら は 何 で も き ら い だ と

思 わ ず に ど う す れ ば 好 き に な れ る か を 考 え た い で す
動

ど

Ⅴ  点 字 問 題 （抜 粋） 
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点字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し、問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。 

（１） 問題文の記述及びレイアウト等について  

必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えたり、

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２） 図やグラフの提示の仕方について 

提示する情報の精選を行った上で、表に置換したり、必要かつ可能なものは点図

（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。 

（３） 出題形式の変更及び代替問題について  

児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

 

なお、上記のような配慮に伴い、解答類型の調整等を行った問題については、p.50-51 に

問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

点字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し、問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。 

（１） 問題文の記述及びレイアウト等について  

必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えた

り、ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２） 図やグラフの提示の仕方について 

提示する情報の精選を行った上で、表に置換したり、必要かつ可能なものは点

図（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。 

（３） 出題形式の変更及び代替問題について  

児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

 

なお、上記のような配慮に伴い、解答類型の調整等を行った問題については、pp.50-51 に

問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 
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点字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し、問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。 

（１） 問題文の記述及びレイアウト等について  

必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えたり、

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２） 図やグラフの提示の仕方について 

提示する情報の精選を行った上で、表に置換したり、必要かつ可能なものは点図

（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。 

（３） 出題形式の変更及び代替問題について  

児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

 

なお、上記のような配慮に伴い、解答類型の調整等を行った問題については、p.50-51 に

問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

＜＜点点字字問問題題ににおおけけるる具具体体的的なな配配慮慮例例＞＞  

【【通通常常問問題題】】  １１  

 

 
【【点点字字問問題題】】  １１    

  

本問では、主に次のような配慮を行った。 
 
１） 通常問題では、岡野さんたちは学校生活をより楽しくするために、休み時間の過ご

し方を動画にして、紹介しようとしている。しかし、点字で学習する児童は、このよ

うな視覚情報を活用した学習活動を行いにくい。そのため、場面設定を動画ではなく

学校放送という形に変更した。【構成メモ】においても、イラストや表を用いて整理

するのではなく、児童の学習経験と生活経験を踏まえて、【構成メモ】に箇条書きで

情報を整理している場面に変更した。 
２） 通常問題の【動画の一部】は、〈映像〉と〈音声〉で構成されている。しかし、学

校放送の内容にするために、「録音」という構成に変更した。また、茎笛の音の表現

については、会話部分との違いを明確にするために点字符号の （ ）や 「 」で工夫

した。 
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＜点字問題（墨点字版）＞         ＜点字問題（活字版）＞ 
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＜点字問題（墨点字版）＞         ＜点字問題（活字版）＞ 
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1_12 
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＜＜点点字字問問題題ににおおいいてて解解答答類類型型のの変変更更、、調調整整等等をを行行っったた問問題題＞＞  

【点字問題】 ２ ３． 

 

 
問問題題番番号号  解解 答答 類類 型型  正正答答  

２２  

  

３３．．  

（（アア））  

１ みじかい ほーが と解答しているもの ◎ 
99 上記以外の解答  
０ 無解答  

３３．．  

（（イイ））  

１ おおって いる と解答しているもの ◎ 
２  ―（該当無し）  
３ ―（該当無し）  
４ ―（該当無し）  
５ ―（該当無し）  
６ ―（該当無し）  
７ ―（該当無し）  
99 上記以外の解答  
０ 無解答  
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＜＜点点字字問問題題ににおおいいてて解解答答類類型型のの変変更更、、調調整整等等をを行行っったた問問題題＞＞  

【点字問題】 ２ ３． 

 

 
問問題題番番号号  解解 答答 類類 型型  正正答答  

２２  

  

３３．．  

（（アア））  

１ みじかい ほーが と解答しているもの ◎ 
99 上記以外の解答  
０ 無解答  

３３．．  

（（イイ））  

１ おおって いる と解答しているもの ◎ 
２  ―（該当無し）  
３ ―（該当無し）  
４ ―（該当無し）  
５ ―（該当無し）  
６ ―（該当無し）  
７ ―（該当無し）  
99 上記以外の解答  
０ 無解答  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【点字問題】 ２ ４． 

 
 
問問題題番番号号  解解 答答 類類 型型  正正答答  

２２  ４４．．  （正答の条件） 
 次の条件を満たして解答している。 

① 「集めた情報」の中から、以下のことを抜き出して書いてい

る。 
   a 本の題名 

   b 本文の一部の内容 
② 抜き出した部分をかぎ（「  」）でかこっている。 
③ 涼しく過ごせる布について考えたことを書いている。 

 ④ 220 マス以内にまとめる。 

 

１ 条件①a、bの両方、②、③、④を満たしているもの ◎ 

２  条件①a、bの両方、③、④を満たしているが、条件②は満

たしていないもの 

〇 

３ 条件①a、bの両方、②、③は満たしているが、条件④は満

たしていないもの 

 

４ 条件①a、bの両方、②は満たしているが、条件③は満たし

ていないもの 

＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。 

 

５ 条件①a、②、③は満たしているが、条件①bは満たしてい

ないもの 

＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。 

 

６ 条件①b、②、③は満たしているが、条件①aは満たしてい

ないもの 

＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。 

 

７ 条件③は満たしているが、条件①a、b、②は満たしていな

いもの 

＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。 

 

99 上記以外の解答  

０ 無解答  
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Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）
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 拡大文字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、弱視児童生徒の

見え方に伴う負担等を軽減するため、通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大き

さに拡大するとともに、以下のような配慮を行っている。 

（１） 原則として文字の大きさを 22ポイントとし、UD デジタル教科書体とする。 

（２） 十分な字間及び行間等に設定する。 

（３） 必要に応じて、拡大率やレイアウト等を変更する。 

 

＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 

 

【通常問題】 １ 

 

 

 

１では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 登場人物と【岡野さんたちの考え】の配置を替え、情報の捉えやすさを考慮して、

【岡野さんたちの考え】の吹き出しを削除した。 

２） 【岡野さんたちの考え】の内容を捉えやすくするために、情景のイラストと考えの

位置を替え、横書きから縦書きに変更した。 

－53－



【拡大文字問題（抜粋）】 １ 実寸大サイズ 
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【拡大文字問題（抜粋）】 １ 実寸大サイズ 

 

 

 

  

【通常問題】 １一 

 

 

 

１一では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 内容を捉えやすくするために、【構成メモ】と選択肢を横書きから縦書きに変更し、 

分割して掲載した。 

２） 【構成メモ】について、視線がスムーズに移動できるように伝えたいことの内容を 

まとめた。 
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【拡大文字問題】 １一 

 

 

 

【拡大文字問題】 １一 

 

 

 

－56－


